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＜連絡事項＞
・織田　比佐子様～胸部レントゲンを実施したところ右肺に陰影の改善見られないため、内服中のセフジトレンで経過観察した後、18日に再度採血の指示がでています。

・佐々木　貞吉様～点滴を継続していましたが熱が下がらず、経口栄養・内服に関しては嚥下不良により誤嚥のリスクが高いため、安ヶ平Drへ報告しています。明日10時まで点滴キープ、排尿無いときは導尿の指示から指示を受けています。（自排尿ないとき導尿の予測指示6/28まで。）

・田中　正士様～便秘時の予測指示が6/28まで継続となっています。

・和田　敦子様～セフジトレンが今日の朝で切れる為、主治医へ報告しています。発熱は落ち着いているため、本日昼からPL３日分処方になっています。

　

・岩館　賢一郎様～セフジトレン錠　3T　3×ndE　3日分処方となっています。セフジトレンは日曜夕で切れますが、月曜日の朝の経過を観て、継続するか決める事となっています。

・馬場　正雄様～熱が下がらない為インフルエンザテストを実施した結果、陰性となっています。

· 村舘　ミネ様～発熱の症状が見られないためPL止めとなっています。

· 山田　典子様～風邪症状落ち着いている為、明日の昼からムコキール、レスプレンも飲みきり止めとなっています。

· 本日症例検討会実施しています。(別紙参照)

症例検討会　実施報告　　下川　ミツヱ　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　　新山　真已子　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　　H24年6月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医　　川端　栄蔵　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SGM　　　小向　由紀　　 印

	対象患者情報
	下川　ミツエ様　　78歳

病名：混合型認知症

入院形態：医療保護入院

	患者の希望
	家に帰りたい

	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護：入院時、自室やレストランの場所が分からないことあったが、自室に目印をつけたり毎日のレストラン誘導により、現在は自分で自室まで戻り、レストランへ行くことできている。

　プログラムへも拒否なく参加され、日課行うことできている。余暇は他患者様との交流も適度に見られておりトラブルなく経過している。

　6/8息子様・息子嫁様施設スタッフと面談、入所の手続の為来院したが、その際、「何で先におらのどこさ来ない！バカにしてらべっ！今日連れて帰らないのか？！」と声を荒げることあるがスタッフ介入し、落ち着かれている。面会終了後は息子様と一緒に出て行こうとすると息子嫁様話された為、本人様自室へ誘導しその間に息子様・息子嫁様帰られている。息子様帰られた後も易怒性・興奮はなく、落ち着いて過ごされており、スタッフ対応穏やか。

　6/11主治医より施設入所の話しをされているが拒否的ではなく、了解しておりスタッフへの訴えもない。

　その他、食事や睡眠、保清面問題なく、ADL維持できている。

	主治医の治療方針
	薬物療法を中心とした治療を行います。



	検討された

支援方針


	・ショートスティ入所の為7/15退院予定の為地域復帰支援検討会議の日程調整をしていく。

・退院まで1ヶ月ある為、ADLの維持に努め、他患者様とのトラブルがないよう精神症状・認知症状・余暇時の過ごし方等観察していく。

	抽出された

問題点
	・ショートスティ利用後の行き先

・糖尿病に対する治療方針

	今後の

看護計画


	・認知症状の観察

・必要に応じて日常生活援助

・地域支援復帰検討会議の日程調整

・日内変動行い今後の治療について検討していく


